
河川・砂防における
生物多様性に関する取組み

平成１９年５月

国土交通省河川局



治水

明治２９年（１８９６年）

近代河川制度の誕生

平成９年（１９９７年）

治水・利水・環境の総合的な
河川制度の整備

治水 利水

環境

・河川環境の整備と保全
・地域の意見を反映した河川
・整備の計画制度の導入

治水 利水

昭和３９年（１９６４年）

治水・利水の体系的な制度
の整備

・水系一貫管理制度の導入
・利水関係規定の整備

＋

河川法改正の流れ



「多
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川
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り
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進

・高度経済成長
・急速な都市化
・公害問題

水質汚濁
改善

オープンスペース
の確保

親水性向上

河川環境管理の
基本的考え方の確立Ⅰ

まちづくりとの
一体化

生態系の
重視

河川環境管理の
基本的考え方の確立Ⅱ
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政
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】

〈S47自然環境保全法〉

〈S46環境庁設立〉

〈S42公害対策基本法〉

〈S45水質汚濁防止法〉

・オープンスペースの減少
・親水性へのニーズ

・まちづくりの展開
・歴史・景観・文化の重視
・うるおいのある
水環境への関心

・自然愛護思想の高まり
・地球環境問題への関心
・安全でおいしい水への
ニーズ
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〈S33水質の保全に関する法律〉

〈S33工場廃水の規制の法律〉

河
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整
備
基
金

S33～ S40 S56 S58 H2

河川環境施策の変遷①



「多
自
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り
」の
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進

生態系の
重視

安全でおいしい
水への期待

自然再生の要
請

河川環境管理の
基本的考え方の確立Ⅱ

河川環境の整備・保全を
河川法の目的化
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今
後
の
河
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に
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〈H4種の保存法〉
〈H5環境基本法〉
〈H6環境政策大網〉
〈H6環境基本計画〉

〈H9環境影響評価法〉

・自然愛護思想の高まり
・地球環境問題への関心
・安全でおいしい水へのニーズ

〈H15自然再生推進法〉
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H7 H9 H14 H17 H19

〈H16環境教育法〉
〈H16外来生物法〉

・アジェンダ２１
・三位一体改革・公共事業費の削減

・総合的な学習の時間
・第３回世界水フォーラム

川を活かした
環境教育の推進

？

？？？

河川環境施策の変遷②



河川における生物多様性の確保



○これまでの川づくりの中には、多自然型川づくりの趣旨を踏まえたものとして
評価されている事例がある一方で、画一的な標準横断形で計画したり、河床や
水際を単調にすることにより、かえって河川環境の劣化が懸念されるような課題
が残る川づくりも多く見られる。

○また、近年に実施した河川激甚災害対策特別緊急事業等の事例を見ると、
河道の横断計画において、工事区間内を一律の標準横断形で施工している事
例が全体の９割にものぼっている。

「多自然型川づくり」から「多自然川づくり」へ

■「多自然型川づくり」レビュー委員会による提言（０６年５月）
「多自然型川づくり」から「多自然川づくりへ」

■多自然川づくり基本指針（０６年１０月）
平成２年に定めた「多自然型川づくり実施要領」を廃止し、多自然川づくりの新た

な展開を図るべく「多自然川づくり基本指針」を定める。

侵食・堆積・運搬といった河川
全体の自然の営みを視野に
入れる

地域の暮らしや歴史・文化
との調和にも配慮

「課題の残る川づくりの解消」を目指して
現在までの知見や技術が現場において十分に活用されるよう

な施策を進め、早急に成果を得るように努める。

さらに川づくり全体の水準を向上させるために
中長期的に解決すべき課題も含めて、技術的な検討や仕組み

づくりに取り組み施策を展開する。

定規断面で施工し、河
床に石を敷詰めた事例

両岸ともコンクリート護岸で
固められ、水辺の生物の生
息場がほとんどない。

瀬や淵が形成され、水際
のよどみや植物の落とす
影が魚たちの生息場と
なっている。

施工前（平成３年頃） 施工後（平成７年７月）

これまでの多自然型川づくりの事例
貫川（福岡県）

魚巣ブロック全面に洲
がついてしまって機能
していない事例



樋門
（段差解消）

流水方向

水田魚道

田んぼビオトープ

河川の上下流や流域との連続性の確保

河川の上下流方向の
連続性の確保
（魚道の設置） 河川と流域との連続性の確保

石狩川

多摩川

揖斐川・長良川
太田川

七北田川

奄美五河川

吉野川

球磨川

最上川

加治川

信濃川

夏井川

荒川

興津川

北川

紀の川

沼田川椹野川

遠賀川

石狩川

魚ののぼりやすい川づくり推進モデル事業

移動可能距離からみた全体の事業進捗状況

1935.1

1248.6

3575.1
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H16.3時点
移動可能距離

実施計画時点
移動可能距離

全延長

距離(km)

施設数からみた全体の事業進捗状況

602

830

995

0 200 400 600 800 1000 1200

H16.3時点
要改善施設数

実施計画時点
要改善施設数

総施設数

平成３年より、豊かな水域環境の創
出をより積極的に推進するため、地域
のシンボルとなっている河川などにつ
いて、堰、床固、ダム及び砂防堰堤な
どとその周辺の改良、魚道の設置、
改善及び魚道流量の確保などを計画
的に行い、全国の河川などのモデル
として魚類の遡上・降下環境の改善を
積極的実施。

砂防えん堤に魚道を設置することによる渓
流の連続性を確保

魚道入り口

魚道を遡上するアメゴ

倉見砂防えん堤魚道

（岐阜県本巣市）



自然再生への取り組み（釧路湿原）

○近年の流域の経済活動の拡大等に伴い湿原面積が著し
く減少。

○長期的な目標としてはラムサール条約登録（１９８０年）前
の環境への回復。当面は西暦２０００年現在の状況を維持
保全。

○平成１５年１１月に釧路湿原自然再生協議会（Ｈ１９年１月
現在、１２３構成員）を設立、平成１７年３月には協議会にお
いて、釧路湿原自然再生全体構想を作成

○自然再生の取り組みの一つとして、釧路川の茅沼地区に
おいて蛇行河川の復元を計画している

自然再生事業とは

治水や利水を目的とする事業の中でミティゲーションとして川の環境保全を行うものではなく、河川環境の保全を目
的とし、流域の視点から、人為的に制約を受けた「川のシステム」を元に戻す（＝再自然化する）河川事業。
また、この事業は極力人間の手を入れず、自然の復元力を活かして実施。

1947年

湿原面積 ２４５．７ｋｍ２

1999年

湿原面積 １９４．３ｋｍ２

自然再生協議会の枠組

釧路湿原の自然再生協議会
（平成１５年１１月設立）

＜専門家＞
学識経験者等

＜市民＞

地域住民 NPO

＜関係行政機関＞

環境省・農林水産省・国土
交通省の地元機関

＜地方公共団体＞
北海道、地元市町村

【河川改修により直線化された釧路川（北海道）】 【旧川を利用して蛇行河川に復元（イメージ）】

･･････････････→
開削されて
直線化され
た区間

旧川箇所 蛇行河川に復元

現在の流路

自然再生事業

の実施

蛇行河川の復元イメージ

釧路湿原の自然再生
タンチョウ



自然再生への取り組み（円山川）

○コウノトリの野生復帰を目標に掲げ、地域住民と行政（国土交
通省・兵庫県（河川・農林・環境、教育部局等）、豊岡市等）によ
る「円山川水系自然再生計画検討委員会」を平成１５年８月に
設立し、一体となって自然再生を推進。

○営巣場となる里山林の整備・保全や、餌場となる湿地や水田
の整備、保全、餌動物の生息場となる河川・水路・水田の連続
性の確保、及びこれらを見守る環境教育システムの整備等を積
極的に実施する。

円山川の自然再生

コウノトリ

コウノトリの
名を冠した米

昭和３５年秋の豊岡盆地

提供：冨士光芸社（有）

・環境教育プログラムの整備
・体験活動の機会の提供 等

・市民やボランティア等による里山林の管理
・コウノトリの営巣木であるアカマツの再生 等

湿地

・遊水地における湿地の創出
・河川における水際のエコトーンの創出 等

水田

・環境負荷の小さい農業の推進
・河川・水路・水田の連続性の確保 等

水田と水路を
つなぐ魚道

里山林

アカマツの植林

環境教育

アイガモ農法



平成16年9月撮影

平成16年3月撮影

松浦川

～ 河川の氾濫原的湿地を再生 ～

○土地利用の変化や治水事業により氾濫原的湿地環境
の大部分が減少
・地盤を掘り下げ、河川水が流入可能とする昔の川のシステムの再生

・シードバンク手法による植生の復元
（深さ2mまでの表土を利用）

かつての姿

現在の姿

アザメの瀬自然再生の目標

～ 人と生物のふれあいの再生 ～

○ごく普通に見ることのできたコイ、
フナ、ナマズ、ドジョウ、テナガエビ
が減少し、これらの魚介類に接す
る機会が失われた
・多様な動植物に触れ合える場の
復活

自然再生への取り組み（松浦川「アザメの瀬」）

推進のしくみ推進のしくみ

住 民

アザメの会
厳木高校の先生
厳木高校の学生
婦人会
老人会
沿川住民

行 政

武雄河川事務所
相知町役場

学識者

大学等研究者
行政研究者

アザメの瀬検討会

これまで ３３回 開催
のべ１０００人 が参加
・計画の策定
・維持管理のあり方
・現地調査
・モニタリング調査

検討会メンバー検討会メンバー 検討会メンバー検討会メンバー

アドバイザーアドバイザー

きゅうらぎ

きゅうらぎ

推進のしくみ推進のしくみ

住 民

アザメの会
厳木高校の先生
厳木高校の学生
婦人会
老人会
沿川住民

行 政

武雄河川事務所
相知町役場

学識者

大学等研究者
行政研究者

アザメの瀬検討会

これまで ６０回以上 開催
のべ約１５００人が参加
・計画の策定
・維持管理のあり方
・現地調査
・モニタリング調査

検討会メンバー検討会メンバー 検討会メンバー検討会メンバー

アドバイザーアドバイザー

きゅうらぎ

きゅうらぎ

○メンバー非固定の自由参加の検討会

○専門家はアドバイザーとして位置づけ

○地元の幅広い知識を吸収する努力

○みんなで作り上げていく

○「してくれ」ではなく、「しよう」が基本

○繰り返し、話し合う

○進め方も、みんなで考え、決める

アザメの瀬検討会での合意形成のルール



■アンケート結果
（河川管理を行っている全国の現場担当者を対象に実施；平成14年9月）

全国の約4割の現場で外来
種問題が存在

外来種問題が存在する現場
の約6割で対策が未実施

◆「河川における外来種対策に向けて（案）」
（平成13年7月刊行）

◆「河川における外来種対策の考え方とその事例」
（平成15年8月刊行）

◆「川の自然をみつめてみよう－河川に侵入する外来種－」
（平成16年3月刊行）

◆「川の自然を見つめてみよう②～河川の外来種図鑑～」
（平成17年8月刊行）

河川における外来種対策の取組み

ハリエンジュの伐根状況

ハリエンジュの繁茂状況

ハリエンジュの除去を行った
４ヶ月後

ハリエンジュの萌芽の刈取状況

多摩川において、治水対策及び礫河原特有の生物相
の回復を目標としたハリエンジュ樹林の除去を実施し、
礫河原を再生する取組みを実施。

多摩川における取組状況



発電ダムに伴う減水区間解消による清流回復

・水路式水力発電所では、発電のための水量を下流の発電所にバイパスさせるため、流量が著しく減少している減水区間
が生じているところがある。
・このような減水区間に河川の水を取り戻すため、ガイドラインを定め、水利権更新時に、取水地点直下の流量を確保する
取組を進めている。

取水堰
調整水槽

減水区間

発電所

清流回復

減電

取水堰
調整水槽

発電所発電水利権の
許可更新時

発電事業者の協力のもと、
河川維持流量を放流

従 来 適用後

放流

河川
河川

52%

15%

12%

21%

減水区間総距離
約９，７３２ｋｍ

発電所数

１，２９５発電所

ガイドライン該当で
更新時に清流回復を実施済

４４８発電所

約５，０８０ｋｍ（５２％）

ガイドライン非該当発電所

７７６発電所

約３，４６８ｋｍ（３６％）

ガイドライン該当発電所
５１９発電所

約６，２６４ｋｍ（６４％）

ガイドライン非該当だが
清流保持を実施した発電所

２２１発電所

約１，４１７ｋｍ（１５％）

ガイドライン該当で

更新時に清流回復予定

７１発電所

約１，１８３ｋｍ（１２％）

ガイドライン非該当で

減水区間を生じている発電所

５５５発電所

約２，０５１ｋｍ（２１％）
Ｈ１７年度末時点において、減水

区間を生じている発電所

６２６発電所
約３，２３４ｋｍ（３３％）

※一級水系の全発電所数は、１，５
７１発電所。その内、減水区間未発
生の２７６発電所を除いた、１，２９５
発電所を対象にグラフ化している。

※グラフの数値は、減水区間距離に
占める割合を示す。

（平成１７年度末 時点）

【清流回復距離】

Ｈ14年度末時点：約4,260km
↓

Ｈ15年度末時点：約4,560km

↓
Ｈ16年度末時点：約4,950km

↓
H17年度末時点：約5,080km



洪水調節容量

利水容量

発電・都市用水等の使用す
る容量

洪水調節容量内の一部を
活用

付着藻類の剥離・
更新支援（真名川ダム）

ダムの弾力的管理による流況改善

【ダムの弾力的管理による河川環境改善事例】

●よどみ水の清掃：三春ダム、寒河江ダム
●河川景観の向上：漁川ダム
●付着藻類の剥離・更新支援：寒河江ダム、真名川ダム
●魚類の遡上・降下支援：美利河ダム、大渡ダム

●河床のｼﾙﾄ等を流掃し、付着藻類

の剥離に効果。
●流砂により付着藻類の剥離が約
20％増。

よどみ水の流掃
（寒河江ダム）

寒河江ダムでは、付着藻類の剥離・更新、浮遊
藻類の流掃を目的として、フラッシュ放流を平成
9年度より毎年6月16日から10月31日までの期
間に行っている。

■放流前

■放流後

○維持流量の増量放流
維持流量に流量を上乗せして継続的に行う放流。河川景
観の向上、魚類の遡上・降下支援等のために実施する。

【弾力的管理のための放流パターン】

○フラッシュ放流
掃流力を高めるための短時間の放流。よどみ水の流掃、付
着藻類の剥離・更新支援のために実施する。

 
放
流
量

日時

維持流量

フラッシュ放流量放
流
量

日時

維持流量

フラッシュ放流量

・ダムの弾力的管理は、洪水調節に支障を及ぼさない範囲で、洪水調節容量の一部に流水を貯留し、これを適切に放流
することによりダム下流の河川環境の整備と保全等に資することを目的としている。
・平成１８年度は２４ダムで弾力的管理試験を実施。
・活用放流によって、ダム下流の河川環境の改善に関する様々な調査を実施している。



都市における水循環健全化への取り組み

都市域における水循環の再生

都市水路の再生（松江堀川）

印旛沼流域の著名な湧水である加賀清水（佐倉市）
は、集水域の宅地化などにより湧水量が減少し、時期
によって、枯渇することもある状況であるため、住宅へ
の雨水浸透マスの設置や公共施設への浸透施設の
設置などにより湧水の復活を図っている。

枯渇

浸透マス

地下水
涵養

湧水群の
保全再生→

←河川の流量・水質の改善

地下水位の上昇

浸透マス

地下水
涵養

湧水群の
保全再生→

←河川の流量・水質の改善

地下水位の上昇

雨水浸透ます設置２３８基
（平成1８年度まで）

浸透施設整備による
湧水量の増加

※佐倉市の調査結果に基づき作図

か が し み ず

↓昭和50年頃の水質汚濁
が深刻な松江堀川

↓平成8年に導水を開始
した後の松江堀川
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江
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松江観光
客数

堀川遊覧
観光客数

千人

導水前後の水質（BOD※）

導水前 導水後

10.0

3.2

平成2～5年平均値 平成11年

BOD75%値

浄化後の遊覧船就航後浄化後の遊覧船就航後3030万人の万人の

観光入込み客数増観光入込み客数増清流ルネッサンスⅡ（第二期水環境改善緊急行動計画）
水環境の悪化が著しい河川、都市下水路、湖沼、ダム貯水池等において、水環境改善に積極的に取り組んでいる地元市町
村等と河川管理者、下水道管理者及び関係者が一体となって水環境改善施策を総合的かつ重点的に実施し、水質の改善、水
量の確保を図る。（Ｈ１３年度創設）



従来の評価指標はＢＯＤが中心

水質改善から、親水、生態系保全、美しい景観等へニー
ズが多様化

新しい水質新しい水質指標指標
豊かなふれあいの確保豊かなふれあいの確保 豊かな生態系の確保豊かな生態系の確保

ゴミの量、透視度等ゴミの量、透視度等 アンモニア態窒素等アンモニア態窒素等

下流域への影響の下流域への影響の
少ない水質の確保少ない水質の確保

利用しやすい水質の確保利用しやすい水質の確保

ジオスミン、２－ＭＩＢ等ジオスミン、２－ＭＩＢ等 窒素、リン窒素、リン

H16年度 モデル河川の試行調査を踏まえて河川用の新しい水質指標を作成
H17年度～全国の一級河川で実施
H19年度 湖沼用の新しい水質指標案により、モデル湖沼で試行調査を実施

・BOD中心では、適切に評価できない
・住民にわかりやすい指標がない
・住民と連携した水質管理が必要
・個別の河川の特性を反映した指標が必要
・下流域への影響を評価できる指標が必要
・人及び生物に対するリスクを評価できる指標が必要
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手
川

城
原
川

巨
勢
川

大肥川

花月川

片ノ瀬

瀬ノ下

島内堰

三隈大橋

大山プラザ

筑後川

ゴミの量

透視度

川底の感触水のにおい

糞便性大腸菌群数

5月

8月

A

B

C

D

片ノ瀬

ゴミの量

透視度

川底の感触水のにおい

糞便性大腸菌群数

5月

8月

A

B

C

D

大山プラザ

ゴミの量

透視度

川底の感触水のにおい

糞便性大腸菌群数

5月

8月

A

B

C

D

三隈大橋

A 顔を川の水につけやすい
B 川の中に入って遊びやすい
C 川の中には入れないが、
川に近づくことができる

D 川の水に魅力がなく、
川に近づきにくい

は5月

は8月

ゴミの量

透視度

川底の感触水のにおい

糞便性大腸菌群数

5月

8月

A

B

C

D

島内堰

(堰の湛水域である
ため調査せず)

「豊かなふれあいの確保」の調査結果「豊かなふれあいの確保」の調査結果

新しい水質指標

糞便性大腸菌群数

（個/100mL）
水のにおい

川底の感
触

透視度

（cm）
ゴミの量

ヌルヌルし
ており不快
である

ところどこ
ろヌルヌル
しているが、
不快でない

不快感が
ない

風下の水際に立つと、
とても不快な臭いを感

じる

水に鼻を近づけて不快
な臭いを感じる。風下
の水際に立つと不快な
臭いを感じる。

不快でない

１０００以下７０以上
川の中や水際にゴミは
目につくが、我慢できる

川の中に入って遊び
やすいＢ

３０未満
川の中や水際にゴミが
あってとても不快である

川の水に魅力がなく、
川に近づきにくいＤ

１０００を超えるもの

３０以上
川の中や水際にゴミが
あって不快である

川野中には入れない
が。川にちかづくこと

ができる
Ｃ

１００以下１００以上

川の中や水際にゴミは
みあたらない、またはゴ
ミはあるが全く気になら

ない

顔を川の水につけや
すいＡ

評価項目と評価レベル

説明ランク

「豊かなふれあいの確保」の評価項目「豊かなふれあいの確保」の評価項目



渓流や斜面等における生物多様性の確保



山腹工施工前の状況（昭和６２年）

現在の状況（平成１６年６月）

【足尾荒廃地における事例】
（関東地方整備局 渡良瀬川河川事務所）

【地域の活性化、美しい国づくり】

都市山麓グリーンベルト整備事業

荒廃地の緑化や都市周縁に広がる山麓斜面の樹林帯整備、既存木を活かした急傾斜地崩壊対策事業の実施
により、土砂災害に対する安全性を高めるとともに、ビオトープ空間の創出・保全等良好な景観の保全に寄与。

足尾銅山の操業に伴う有毒ガスの発生
等によりはげ山化。多量の土砂流出を
防止するため早期の緑化が図られる。

山腹工整備による荒廃地からの土砂流出対策

市民との協力による植樹活動

市街地に隣接する山腹斜面において山麓部の緑地帯を整備
土砂災害に対する安全性を高めつつ緑豊かな都市環境を創出

平成17年度事業箇所平成17年度事業箇所

在来種への樹主変換を図った保育

在来種を基本とした緑化

兵庫県
六甲山系グリーンベルト

都市辺縁部の斜面を緑地帯として整備

荒廃地や斜面における緑の創出・保全



【地域の活性化、美しい国づくり】

良好な緑地と水辺の空間を確保することにより、生活環境及び親水性の向上や生態系の回復等を図る

景観・親水性・生態系に配慮した砂防施設整備

上高地における自然環境保全と砂防との両立
松川床固工群

景観に溶け込んだ砂防施設

魚類に配慮した全段面魚道 白馬源流の里フェスティバル

様々な生物が生息しやすい環境を確保するため、
瀬、淵、中州をつくり、自然の流れに近い澪筋を配置

床固工、護岸工には自然石を配置し景観に配慮するほか
落差部には全段面魚道を設置するなど生態系に配慮

床固工

観光客や宿泊施設等を土砂災害から守るため、上高地の
美しく豊かな自然環境が砂防施設によって損なわれること
のないように細心の配慮をもって工事を実施
地域の安全を確保し、観光振興に資する事業展開を図る

周辺の景観との調和を図る

両岸にはふとん籠による護岸工が配置されている

平成14年
梓川支川下白沢からの
流出土砂で埋没した車両

自然石で修景された床固工と両岸には護岸工が配置されている

親水性に配慮生態系に配慮

景観に配慮

帯工表面は現地の自然石を用いてコンクリートを覆い修景するなど、周辺の景観
との調和を図りつつ河道を安定化させるなど、自然環境保全と砂防との両立が
図られている

観光地における景観に配慮した砂防事業

水と緑豊かな渓流空間の創出



・土砂の流れに起因する問題が顕著な流砂系において、問題の根本的な解決に向けた総合的な土砂管理の実施。
・土砂動体の実態を把握、具体的改善目標に向けた対策を検討し、総合的な土砂管理計画を策定。
・併行して、モニタリングを実施し、対策内容にフィードバックさせる。

掃流砂採取

●山地渓流における観測

総合的な土砂管理計画に基づき連携して対策を実施

堆砂の進行

洪水調節容量
の確保

堆砂掘削

土砂バイパスに
よる恒久堆砂対策

土砂

土砂
現 状

再編後
荒廃地からの土砂流出をコントロールし、
適正な土砂の流下を促す。

●透過型砂防堰堤 ●ダムにおける排砂 ●ダムにおける
土砂バイパス

ダムに土砂を流下させる機能付加するこ
とにより貯水容量を確保し、適正な砂の
流下を促す（天竜川等）

●河道掘削

河道掘削を行い、流下断面の確保と掃流
砂の速やかな海岸域への流下を目指し
た対策（安倍川等）

浮遊砂のサンプリング 浮遊砂量のモニタリング

流砂系におけるモニタリングの実施

●サンドバイパス

ＧＰＳによる計測

●ダムにおける堆砂量測量 ●河川における観測

透過型砂防堰堤
ダムの排砂
土砂バイパス

低水路部掘削

サンドバイパス

流砂系における課題

軟岩層の露出に
よる河川環境の悪化

1946年汀線

1962年汀線

2001年汀線

1946年汀線

1962年汀線

2001年汀線

山地における
大量な土砂生産

海岸侵食の進行

合成写真によるイメージ

総合的な土砂管理の推進による健全な流砂系の構築



河川環境に関する調査・研究



（４）調査実績
平成２年度から調査を開始し、これまで、５年で各生物項目が１
巡するように調査を実施し、平成１７年度で３巡が終了。

（１）目的
河川水辺の国勢調査とは、河川を生物環境という観点からとら
え、定期的、継続的、統一的に、基礎情報を収集整備するため
の調査

（２）対象河川及びダム
主に全国１０９の一級水系の直轄区間の河川及び直轄・水資源
機構管理のダムを対象

（年度）

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

１巡目 ２巡目 ３巡目 ４巡目

（３） 調査項目

河川環境に関する調査（河川水辺の国勢調査）

21.0km

22.0km

産卵場
アユ？
サケ？
サクラマス？

カワヂシャ
ゴキヅル
タコノアシ

アオサギ 2
アオジ 5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ 6

アオジ 1
イカル 1

アオサギ 1
アオジ 7
イカル 26
カワウ 1

アオジ 1

カワウ 1

〔魚類〕
緑文字は純淡水魚、青文字は回遊魚を示す。
〔鳥類〕
青文字のは水辺の鳥類、黄緑文字は草地の鳥類、緑文字は
樹林の鳥類、丸数字については繁殖個体数を示している。

アオジ 1
イソシギ1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2 ウグイス 1①

オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1 アオサギ 1

ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ： 10羽

比較的緩やかな流れの瀬
19.0～20.0kmおよび21.0～22.0kmは、20.0～21.0kmの区間よりも砂
州の発達が見られず、河道幅が広くなっており、比較的緩やかな流れの
瀬が形成されていると考えられる。このような瀬を利用するカマキリやアカ
ザ等の礫床を利用する魚類の他、アユの産卵床等が形成されている。ま
た上流部の○○堰での多くの回遊魚の遡上阻害から、当該地区の瀬等を
産卵場として利用する回遊魚も多いと推定される。

まとまった河畔林
当該地区20.0～22.0km付近の落葉広葉樹を主体とした河畔林は○△川本川で
最も大きくまとまった河畔林である。当該地区にはフクロウやカワアイサ等の樹洞を
ねぐらとする鳥類も確認されており、これらの鳥類の重要な生息地である可能性が
ある。また20.4～20.6kmの河畔林ではサギの集団営巣地も確認されている。

耕作地と草原
19～21km付近の耕作地と放棄畑に形成された一年
生草本群落にはオオヨシキリ、ミヤマホオジロ、アオジ、
ウグイス、イカル等、平地から低山に至る草原や藪など
に生息するさまざまな鳥類が生息・繁殖している。

アオジ 2
カワアイサ 1
カワウ 1

まとまった礫河原
当該地区の19～21kmの砂礫堆は○△川本川で最も大きくまとまった礫
河原であり、ツルヨシやカワラヨモギ等が繁茂する。またイカルチドリやイソ
シギ等の礫河原を繁殖地とする生物の○△川唯一の生息地となっている。

※この河川環境情報図はイメージです

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

アオサギ 10
イソシギ 1
オオヨシキリ 6⑤

イカル 61①

ウグイス 1①

瀬不明
アカザ 1

イカル 1①
ウグイス 1①

平瀬
アカザ 1

トロ
ワカサギ 1
カマキリ
（ｱﾕｶｹ） 1

イカル 17

当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

（５） 河川水辺の国勢調査の利用例
「河川環境情報図」とは、河川水辺の国勢調査の結果を地図上に示したもの



自然共生センター 河川生態学術研究

生態学的観点からの川の自然環境の解明

河川生態学術研究委員会
・大学の研究者（生物学等）

構成 ・土木研究所
・行政 等

研究グループ
６河川（多摩川、千曲川、木津川、北川、標津川、岩木川）

調査計画の企画・方針の決定
研究成果の総合分析及び評価

調査・研究の実施に対する検討
個別調査の実施

河川生態学術研究会

多摩川における研究例

冠水頻度の減少によりハリエンジュ（外来種）の樹林化や表面が
土砂で固定化された礫河原において、従前のカワラノギク等の生
育する良好な礫河原環境の再生・維持を目指す。

調査研究例

ハリエンジュの樹林化の
メカニズムの解明

礫河原固有の希少種
カワラノギクの生育適地の解明

ハリエンジュ根茎調査 カワラノギクの播種実験

河原の堆積構造の
解明

トレンチ調査

河川環境に関する調査研究

河川・湖沼等の自然環境保全・復元のための基礎的・応用的研究
を行い、その結果を広く普及することを目的とする。

・川の地形、植物の繁茂、流量を変化させて、川の生態系の応答
を探る。

魚類調査
流量変化による魚
類の生息実験 多自然川づくりの評価

・ ３本の実験河川（流路延長８００ｍ）
と６つの池をもつ。
・最大４ｔ／ｓの人工出水が可能。



ダムにおける環境影響評価の取り組み

◇ ダムに関する環境影響評価の実施

参考図書の作成：ダム事業における環境影響評価の考え方（河川事
業環境影響評価研究会 編 平成１２年３月発刊）

◇ 様々な環境保全措置を実施

・在来種による水辺の植生の回復

・湿地の復元

・在来種による植生の回復

・付替道路のトンネル化

有光層 生産層

無光層 分解層
間欠式空気揚水筒

送気管

気
泡

弾

・曝気による富栄養化の防止

移植状況

移植後の状況

・植物の移植（重要
種の保全）

・既存ダム再編による裸地の解消

水位一
定植生の

復元
裸地

水位
変動

クマタカ

・冷水、濁水対策

・生態系（上位性）の保全措置

（工事中の注目種（猛禽類）の繁殖状況を
ＣＣＤカメラで監視、生態情報の収集）

・生態系（典型性・移動性）への
保全措置

（小動物の移動路の確保等）

横断管渠の設置（ほ乳類等対象）

産卵の直後 親鳥と餌動物（小鳥）
（上に幼鳥）

ＣＣＤカメラによる繁殖状況映像



自然とのふれあい、環境教育等



ふるさとの川整備事業 河川空間のバリアフリー化

自然とのふれあい

神通川（富山市）

・河川沿いの病院では２階部分と桜づつみ公園を結
ぶ歩道橋を設置し、直接堤防上に出られるよう工夫。
・河川敷には休憩施設（ベンチ、あずまや）を設置。

手摺付き階段、観覧席にも利用可 車イスにもやさしい緩傾斜坂路

河川本来の自然環境や、
周辺の自然的・歴史的・社
会的環境との調和を図り
つつ、地域整備と一体と
なった河川改修を行い、
「まちの顔」となる良好な
水辺空間の整備を実施。

茂漁川（北海道恵庭市）

二ヶ領せせらぎ館は、環境学習や市
民活動の支援、河川や環境に関す
る情報の受発信、市民団体の連絡
や学習場所の提供、活動成果展示
等の拠点として活用されている。

情報発信や市民団体の活動拠点

荒川知水資料館は、地域住民
の方々との交流、また荒川の
情報発信基地となっている。

多摩川・二ヶ領せせらぎ館 荒川・知水館

合流地点のビューポイント
２つの川が交わる美しい景観

堤防千本桜

わらしっ子広場
川で泳いだり、林の中で

自然体験

駅

文教の杜

撞木橋

菜の花畑

桑島記念館

最
上
川

凡 例

フットパス整備箇所

（川辺ルート）
既設ルート

置
賜
白
川

置賜
野川

駅

駅

やませ蔵
舟運で栄えた商家跡

あやめ公園
日本一の規模を誇る

舟運時代
の舟場跡

最上川河川緑地公園
花と水がテーマの公園

フットパスの整備

最上川（山形県長井市）

・最上川の美しい自
然と、沿川の観光資
源をつなぐ「フットパ
ス」（歩くことを楽し
むための小径）を整
備し、観光地として
の魅力を高め、地域
の活性化を図る。
・計画の段階から市
民団体等と連携し、
地域単位で順次整
備を推進し、最上川
を軸とした広域的観
光交流空間を形成
する。
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川や水に関する活動を行っている市民団体等の
年別設立団体数の推移

団
体
数

（社）日本河川協会資料より；平成１６年１０月） 【他に設立時期不明の団体数が３４５ある】

設立時期

○1996年に定められた7月7日の「川の日」の記念行事として1998年
にスタート以来、毎年開催。

○日本にふさわしい“いい川”とはどのような川なのかを、全国各地
で川の環境保全や改善を行っているNGO、NPOや、川を管理する国
や自治体、川の研究や教育を行っている学者、調査や研究、工事を
行う企業等参加者が議論する公開選考会方式のワークショップ

川の日ワークショップ

市民とともに行う川づくり

○市民団体、ＮＰＯ等が、一定区間の河川敷等の清掃や草刈り、美
化活動等を実施
○河川管理者が、清掃用具の支給、サイン看板の設置等を実施
○地元自治体が、収集ゴミの運搬・処理等を実施

市民団体等と連携した河川清掃状況
（旭川（岡山県））

河川美化等の取り組みを行っている
市民団体数(直轄区間）

近年、河川に関心の高い市民やＮＰＯの活動が活発となってき
ており、各地で市民とともに行う環境調査や点検、市民による計
画づくりへの参加、地域活動としての河川の維持管理等、市民参
加の川づくりの実践が行われてきている。



川の体験活動（「子どもの水辺」再発見プロジェクト）

・地域の市民団体、教育関係者、河川管理者等が一体と
なって、子どもの水辺協議会を設置。

・「子どもの水辺サポートセンター」が活動を支援（資機材
の貸出、活動のコーディネート等）。

・平成11年度より本プロジェクトに取り組んでおり、これま
でに全国で248箇所（平成19年3月末）が登録され、活動
が推進。

・必要に応じて、河川管理者が「水辺の楽校プロジェクト」
により、子どもが水辺を歩きやすいよう遊歩道を設置する
等の施設整備を実施。

・資機材の貸出
・各種情報提供
・市民団体等の
コーディネート 等

活動
支援

子どもの水辺
推進会議

・文部科学省
・国土交通省
・環境省

プロジェクトの
支援

・都道府県教育
委員会
・河川管理者

＜都道府県レベル＞

子どもの水辺協議会

・市民団体

・市区町村教育委員会
・河川管理者 等

子どもの水辺

サポートセンター

水辺の楽校
プロジェクト

「子どもの水辺」再発見プロジェクト

登録申請

水辺整備
が必要な
場合

河川局長

河川管理者水辺整備

水辺の登録
子どもの水辺
推進会議

・文部科学省
・国土交通省
・環境省

子どもの水辺
連絡会

・都道府県教育
委員会
・河川管理者 等

水辺の
登録を報告

＜国レベル＞

＜水辺ごと＞

「子どもの水辺」での活動の様子

（近木川（大阪府））
こ ぎ

多摩川川流れ体験
（とどろき水辺の楽校協議会）

「子どもの水辺」再発見プロジェクト登録箇所数の推移
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「子どもの水辺」再発見プロジェクト NPO法人 川に学ぶ体験活動協議会

全国各地の川で活動するNPO法人や市民団体で構成される協議会。川
で活動することを通して、人間性の回復や水環境の保全についての認識
を広げることを目的としている。

川に学ぶ体験活動は、

・感動する心を大切にし、川と遊び学ぶ楽しさを伝えます。

・川への理解を深め、川を大切にする気持ちを育てます。

・ゆたかな人間性、心のかよった人と人のつながりを創ります。

・人と川が共存する文化・社会を創造します。

・川の力、活動にともなう危険性を理解し、安全への意識を高めます。

川に学ぶ体験活動の理念

■川の指導者認定システム

各講座終了後、定められた期間の経験を積むとランクアップのための講座の
受講が可能。認定ランクに応じて、引率できる人数、活動内容、活動フィール
ドが広がる。

川の指導者育成講習会



経済的措置等



河川整備基金

○政府の閣議了解に基づき、昭和６３年度から造成

○国民各層、企業のご協力のもと、現時点で約２８１億円を造成

○基金運用益を活用し、河川やダム等の効果的・効率的な整備に資する、助成事業並びに自主事業を実施

○平成１９年度の事業活動費は約６８９百万円

１.助成事業

（研究者、団体への助成事業）

１）調査・試験・研究への助成

２）環境整備対策への助成

３）国民的啓発運動への助成

２.自主事業

１）調査研究事業

２）河川ライブラリー事業

３）河川環境教育の推進

４）河川整備推進啓発事業

環境整備対策への助成事例（境川・鶴間「せせらぎ広場」整備）

国民的啓発運動への助成事例（川に遊び川に学ぶ事業
推進とオオサンショウウオ保護活動：庄内川流域）

小学校における「川に学ぶ」総
合学習への指導協力、国の特
別天然記念物のオオサンショ
ウウオ保護活動等を実施。

人も近づかなかった廃
川敷を市民団体が中心
となって、井戸とビオ
トープ池のあるせせら
ぎ広場に再生し、小学
校の総合学習や住民
の憩いの場として利用
されている。

河川の生態系や水質浄化等に関する研究、河川をテーマとする市民の交流活動や啓発活動等の多様な
活動に対する支援を実施。


